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本
誌
の
特
色
と
し
て
は
、
ま

ず
序
章
「
ジ
ゲ
の
宝
」
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
町
内
22
地
域
に
出

か
け
聞
き
取
り
し
た
、
地
域
の

自
然
や
歴
史
、
文
化
、
特
色
あ

る
活
動
な
ど
を
記
録
し
、
後
世

に
伝
え
る
も
の
で
す
。

　

現
在
も
続
け
ら
れ
て
い
る
行

事
を
は
じ
め
、
安
心
・
安
全
に

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
、
地
域

資
源
を
生
か
し
た
活
性
化
の
取

り
組
み
な
ど
ジ
ゲ
自
慢
が
満
載

で
す
。

  

次
に
、第
１
章「
自
然
環
境
」は
、

日
野
町
の
地
形
・
地
質
を
は
じ

め
動
植
物
の
生
息
状
況
な
ど
に

つ
い
て
、
自
然
環
境
の
変
化
と

と
も
に
見
て
い
き
ま
す
。
シ
ロ

マ
ダ
ラ
ヘ
ビ
や
イ
シ
ガ
ケ
チ
ョ

ウ
な
ど
、
新
た
な
発
見
や
絶
滅

が
危
惧
さ
れ
る
希
少
な
動
植
物

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

第
２
章
「
歴
史
・
文
化
」
は
、

古
代
か
ら
近
世
ま
で
の
特
徴
的

な
７
テ
ー
マ
を
設
け
、
集
中
的

な
考
察
を
行
い
ま
し
た
。
テ
ー

マ
は
、
①
古
代
の
日
野
、
②
中

世
―
勇
士･

長
谷
部
信
連
の
復

活
と
奥
日
野
、
③
た
た
ら
製
鉄

の
興
亡
、
④
関
一
政
と
黒
坂
城

下
町
の
発
展
、
⑤
出
雲
街
道･

根
雨
宿
の
に
ぎ
わ
い
、
⑥
因
藩

二
十
士
と
日
野
の
幕
末
、
⑦
生

田
長
江
と「
近
代
の
超
克｣

で
す
。

  

特
に
、
長
谷
部
信
連
と
生
田

長
江
に
関
す
る
論
考
は
、
日
野

町
の
視
点
と
い
う
よ
り
、
全
国

的
な
視
点
か
ら
の
記
述
を
重
視

し
て
い
ま
す
。
ロ
ー
カ
ル
な
事

象
を
全
国
的
な
歴
史
の
流
れ
に

位
置
づ
け
る
試
み
で
す
。
た
た

ら
製
鉄
の
興
亡
は
、
日
野
町
の

基
幹
産
業
で
あ
っ
た
製
鉄
に
つ

い
て
、
古
代
か
ら
近
代
初
期
ま

で
の
鉄
山
を
は
じ
め
、
鉄
山
師
、

鉄
山
林
な
ど
を
紹
介
。
都
合
山

た
た
ら
の
詳
細
な
調
査
記
録
な

ど
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

  　

第
３
章
か
ら
13
章
ま
で
は
、
主

に
日
野
町
誕
生
か
ら
現
在
ま
で

の
、
町
の
あ
ゆ
み
、
行
政
、
産
業
、

福
祉
・
保
健
、
交
通
・
通
信
、
防

災
・
防
犯
・
安
全
、
観
光
・
交
流
、

教
育
、
地
域
活
動
・
祭
り
、
文
化

振
興
・
文
化
財
な
ど
に
つ
い
て
取

り
上
げ
て
い
ま
す
。

  

町
制
施
行
か
ら
60
年
の
歳
月
が

過
ぎ
、
そ
の
間
、
日
野
町
で
は
、

日
本
の
高
度
経
済
成
長
と
と
も

に
、
町
民
の
豊
か
な
生
活
を
め

ざ
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
着

手
し
て
き
ま
し
た
。
道
路
や
上

下
水
道
の
整
備
を
は
じ
め
、
ほ

場
整
備
、
病
院
や
文
化
セ
ン
タ
ー

の
建
設
、
小
中
学
校
や
保
育
所

の
統
合
と
施
設
の
整
備
、
近
年

は
光
ケ
ー
ブ
ル
の
敷
設
な
ど
、

私
た
ち
の
生
活
環
境
は
大
き
く

変
わ
り
ま
し
た
。

  

ま
た
、
平
成
12
年
10
月
に
は
、

鳥
取
県
西
部
地
震
（
震
度
6
強
）

と
い
う
未
曽
有
の
災
害
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
町
村
合
併

が
か
な
わ
ず
単
独
自
立
を
歩
む
こ

と
に
な
り
、
町
は
財
政
難
に
も
陥

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
お
い
て
は
、

行
政
と
住
民
が
一
丸
と
な
っ
て
、

復
興
や
財
政
の
健
全
化
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
さ
ら
に
過
疎
、
少
子

高
齢
化
が
大
き
く
進
む
な
ど
、
激

動
と
も
い
え
る
20
世
紀
後
半
か

ら
21
世
紀
に
か
け
て
の
あ
ゆ
み
を

綴
っ
て
い
ま
す
。

  

最
後
の
第
14
章
は
、
古
来
、
私

た
ち
の
暮
ら
し
と
か
か
わ
り
の

深
い
神
社
・
仏
閣
を
紹
介
。

  

こ
の
ほ
か
付
録
と
し
て
、
動
植

物
の
写
真
、
日
野
町
の
た
た
ら

製
鉄
遺
跡
、
行
政
関
係
の
参
考

資
料
を
デ
ー
タ
で
収
録
し
た
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
添
付
し
て
い
ま
す
。

日野町史編さん室（ TEL ７２－０３４１）

豊
か
な
生
活
を
め
ざ
し

町
政
を
展
開

町
の
あ
ゆ
み
や
自
然
、歴
史
、

ジ
ゲ
自
慢
な
ど
を
掲
載

『日野町誌 続編』完成間近に

町史編 だん よさ り

町制60周年記念事業として、平成27年から進めて
いる「日野町誌　続編」の編集作業を終え、完成間近
となりました。判の大きさは、A5判（前回の日野町誌
と同じ）で、文字は前回より大きくし、全体で約1100
ページにもおよびます。

歴
史
は
７
つ
の
テ
ー
マ
を

特
集
的
に
探
る

▲ひのっこ保育所

▲根雨小学校

▲黒坂小学校

▲日野中学校



【日野町図書館  おすすめの 1 冊コーナー】 職員が勝手に
ススメる１冊♪　

"今読みたい本〟が
　　 見つかるカモ!?

『イラストで楽しむ日本の七十二候』
アフロ　著　/　森松輝夫　イラスト　/　ＫＡＤＯＫＡＷＡ

　日本には一年を 24等分した「二十四節気」と 72等分した「七十二候」
という季節があります。この本はそれぞれの季節の所以や旬の食べ物、
植物、文化などが綺麗なイラストとともに書かれています。
　七十二候で例をあげてみると、9月 23 日～ 27 日ごろの季節は「雷
乃収声（かみなりすなわちこえおさむ）」。夏の間に雷を鳴らしていた
入道雲はいつしかなくなり、高い空に鰯雲（いわしぐも）が現れる時
期という理由で名づけられたそうです。
　このように細分化されたたくさんの季節があり、それらが意味を持っ
て存在している。そう考えると、普段何気なく見ている景色がとても
美しいものに感じてきます。昔の人々の感性の豊かさに敬服すると同
時に、古くから大切にされてきた季節の移ろいを慈しむ心をいつまで
も持ち続けたいと思った一冊です。

15 広報ひの９月号 -2019‐

・一般報告として、次のことが報告されました。
▼「令和元年度日野町成人式」「第 50 回全国中
学校ソフトテニス大会」について
・議事として、次のことが提案され承認されました。
▼令和元年度日野町一般会計補正予算の提出に
ついて
▼日野町文化財等保存・保護事業費補助金交付
要綱の制定について

▼日野町子ども読書推進委員の委嘱について
▼日野町校区審議会委員の委嘱について

《次回の予定》
日時：10月 1日（火）午前 9時 30分
場所：役場第１会議室
※会議は公開しています。お気軽にお越しくだ
さい。

教育委員会からのお知らせ
9 月 4日に教育委員会を開き、次の案件などについて協議されました。

この本を紹介

してくれたのは…

４月から日野町役場の住民課で勤務し、住民票や
マイナンバーカードの発行などの事務を担当して
います。採用を機に日野町に移住しましたが、町
を歩いていると皆さんが声をかけてくださるので
とても嬉しいです。今後は、日野町の良さを町外
の方にも伝えていきたいと思っています。

住民課

長
は せ が わ

谷川　絵
え み

美 主事


